
１．は じ め に

北海道石狩低地帯の江別地域は，石狩川にいくつ

かの河川が合流する地域で，北海道開拓当初から河

川改修や農地化，都市化が進み，現在も人口の増大

が進行する地域である（江別市統計書概要，2011）。

都市化が進んだ環境の人工化の中で，野生生物の

動向は必ずしも明らかにされておらず，特に河川域

コウモリ類（Wallin,1969；河合ほか，2011；須貝ほ

か，2011：参照）の生態はほとんど未解明であった。

本稿は，主として酪農学園大学地域環境保全研究

室ゼミ活動として実施されてきたコウモリ相調査を

もとにして，江別地域及びその周辺の河川域コウモ

リ類２種，モモジロコウモリ（Myotis macrodactylus）

とドーベントンコウモリ（M. petax）のねぐらを中

心とした生息状況について取りまとめたものであ

る。

なお，モモジロコウモリとドーベントンコウモリ

は，翼手目ヒナコウモリ科に属し，前者が頭胴長

44～63mm，体重5.5～11g，後者が44～56mm，体

重5.0～10gと類似した形態を持ち，日本では前者

がほぼ全土に分布しているのに対して後者は北海道

にしか分布していない（前田2005）。

２．調査地点および方法

2004年から2010年まで，江別市を中心におよそ

30km内の石狩川，夕張川，千歳川，漁川，島松川，

幌向川，厚別川，豊平川，当別川流域およびその周

辺のカルバート，下水道（管），樋門，橋梁，トンネ

ル跡の33地点（図１）において，カスミ網と捕虫網

により捕獲調査を行い，捕獲した場所，種名，雌雄，

成・幼獣区分，体重などを記録後，標識を前腕に装

着して放獣した。

なお，カルバートとは道路の下部などに設けられ

る函型の空間構造物であり，樋門とは堤防の下を通

り抜ける排水・灌漑用の水路である。また，下水道

は雨水や汚水を排出するために地下に張り巡らされ

た管渠で，江別市には，下水道管渠総延長が842.99

km，河川への排水口が大小およそ60箇所，小さな

もので直径0.4m，大きなもので巾6.5m，高さ3.0

mのものもある（江別市2010）。

種の判別は，前田（2005）に従い，学名は，Ohdachi
 

et al.（2009）によった。捕獲調査にあたっては，年

度ごとに環境省および北海道庁の許可を受け，標識
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は，奈良県にある東洋蝙蝠研究所から貸与を受けた。

３．結果および考察

2004年から2010年の春から秋にかけて，延べ134

回，33地点で，モモジロコウモリ714頭，ドーベン

トンコウモリ1,024頭，計1,738頭の捕獲があった

（表１）。

3-1 ねぐら

本２種のねぐらの報告は，カルバート（モモジロ

コウモリ：河原ほか，2003），樋門（モモジロコウモ

リ：福井ほか，2007；出羽，2010；小島，2010：ドー

ベントンコウモリ：小島，2010），橋梁（モモジロコ

ウモリ：赤坂ほか，2007：ドーベントンコウモリ：

河合，2006；赤坂ほか，2007），トンネル（跡）（モ

モジロコウモリ：佐藤ほか，2004；佐藤ほか，2009）

や洞窟（モモジロコウモリ：Funakoshi and Ta-

keda,1998；保科・蓑輪，2005）や樹洞（ドーベン

トンコウモリ：富士元，2001；河合・赤坂，2008）

などがある。

捕獲のあった33地点のうち24地点が人工構造物

であった。モモジロコウモリは，24地点中20地点で

捕獲され，ドーベントンコウモリが15地点で捕獲さ

れた。また，両種が捕獲されたのは11地点であった。

その内，モモジロコウモリが優勢な地点が４地点，

ドーベントンコウモリが優勢な地点が５地点，両種

の数が拮抗した地点が２地点であった。

ねぐらは２つに分類し，昼間の避難のためのみに

利用するねぐらをday roost，春から夏にかけて出

産保育のために利用するねぐらをnursery roostと

した。nursery roostは，図１の①②⑤⑧ の５地点

で観察され，その個体数は，約50～約1,200頭で

あった。集結数が，数十個体であってもnursery
 

roostなのか判断がつかない地点もあった。たとえ

ば100頭近くの集結が観察された下水道の一つでは

集結が８月になってからであり，集団でのday
 

roostであった可能性がある。

ねぐらは，カルバート，下水道，樋門，橋梁，ト
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図1 捕獲調査地点位置（付録参照）
地点番号 ○囲い：人工構造物 ●囲い：河川・池沼

背景図：石狩川下流管内図（北海道開発局）を加工
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ンネル跡とすべて人工構造物の内部で確認された

（図２）。これら24地点では，それぞれ１頭から

1,200頭を超える集結が観察され（図３），集結最大

時個体数は，約1,200頭であった（図３，写真１）。

ねぐらの一つでは，ねぐらへの集結が４月中旬に始

まり，５月下旬から９月上旬に最多集団に達し，９

月中旬にはすべての個体が飛び去った。

市街地に巡らされている下水道の一部に，大きな

コロニーが形成されていた。大規模な下水道のねぐ

らの例は初めてである。開発の歴史の中で，江別地

域では河川沿いの人工構造物の中にねぐらを定める

ことで生き残ってきたと推定できる。都市の地下を

巡らす下水道は，入域が制限され，人が簡単には入

れないことが，コウモリの逃げ場として好都合に

なっているのかもしれない。なお，両種が混棲して

いる場所は，小島（2007）や佐藤ほか（2011）など

でも見られる。

北海道石狩低地帯江別地域におけるモモジロコウモリおよびドーベントンコウモリのねぐら移動

表1 年別捕獲表

性 別 齢 別
捕獲年 種

計 雌 雄 不明 成獣 幼獣 不明

2004 モモジロコウモリ 1 1 1

モモジロコウモリ 4 2 2 4
2005

ドーベントンコウモリ 4 2 2 3 1

モモジロコウモリ 9 8 1 9
2006

ドーベントンコウモリ 4 4 4

モモジロコウモリ 132 66 66 1 116 13 4
2007

ドーベントンコウモリ 98 46 51 57 40

モモジロコウモリ 253 112 140 1 212 34 7
2008

ドーベントンコウモリ 327 152 175 309 18

モモジロコウモリ 185 101 79 3 171 9 3
2009

ドーベントンコウモリ 379 218 157 6 361 14 6

モモジロコウモリ 130 91 37 126 2
2010

ドーベントンコウモリ 212 122 92 207 7

計 1,738 925 802 11 1,579 139 20

図2 構造物別の集結規模

図3 集結数観察記録
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nursery roost（ドーベントンコウモリ主体) 2009/8/8

nursery roost（モモジロコウモリ主体) 2007/7/27

day roost（ドーベントンコウモリ) 2007/8/31 day roost（モモジロコウモリ) 2007/7/8

写真1 ２種のねぐら（roosts)

湖沼水面上 2007/7/8 河川水面上 2010/8/3

写真2 採餌行動
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3-2 採餌場

捕獲のあった33地点のうち９地点は，河川や池沼

のわきや水面上で，カスミ網によって捕獲が行われ

たところである。いずれの地点でもコウモリが採餌

の際にバズ音（エコロケーション終期に出される独

特な音で，パルスの間隔が非常に縮まり，採餌して

いるのがわかる）をバットディテクターBat detec-

torで受信した。水面を走るようにして採餌する姿

を確認したこと（写真２）や，カスミ網によって捕

獲されたのはすべてモモジロコウモリかドーベント

ンコウモリであったこと，モモジロコウモリやドー

ベントンコウモリは，水面上で採餌し，その水面か

らの高度が，モモジロコウモリで20cm以下（安井，

1997），ドーベントンコウモリで30cm以下（近藤・

佐々木，2010）であることが知られていることから，

これらの種は，ほとんどがモモジロコウモリとドー

ベントンコウモリであり，両種の採餌場は，河川や

池沼のそのわきや水面上であると考えられる。

3-3 再捕獲とねぐら場所移動

標識を付けたモモジロコウモリ135頭（メス72

頭，オス63頭），並びにドーベントンコウモリ158頭

（メス63，オス95頭）では，それぞれ１回から４回

までの再捕獲があった。再捕獲数は，延べでモモジ

ロコウモリが191回，ドーベントンコウモリが215

回であり，それら２種の移動距離を付録に示した。

ねぐらの移動は，ユビナガコウモリ（Miniopterus
 

fuliginosus）について船越（1994）や徐ほか（2005）

の論文でみられるが，モモジロコウモリやドーベン

トンコウモリでは，北海道で初めての調査である本

調査では，異なるねぐら間，ねぐら移動状況が次の

ように確認された。同じ場所だけで再捕獲された個

体が両種で，全再捕獲個体の62.8％，最初に捕獲さ

れた場所から0.1～５kmの範囲での再捕獲は

21.8％であった。合計84.6％で最初の捕獲から５

km以内のねぐらや採餌場の移動が行われているこ

とから，両種とも夏期には，行動域が比較的狭いこ

とが示唆された。今回記録されたねぐら間の最大移

動距離は，モモジロコウモリで24.70km，ドーベン

トンコウモリでは12.33kmであったが，両種の間

に統計的有意差は認められなかった（Mann-

Whitney Utest，p＝0.117）。しかし，両種とも平均

移動距離は，雄より雌の方が長かった（表２，Mann-

Whitney U-test，モモジロコウモリ；p＝0.012，

ドーベントンコウモリ；p＜0.001）。

４．今後の課題

多くの河川の合流する江別地域は，両種のねぐら

が集中し，多地域とも交流する重要な生息拠点と

なっており，人工構造物は，ねぐらとして両種の存

続に大きな役割を果たしている。しかしながら，生

態の解明等はまだ始まったばかりと言える。

図4 再捕獲のあった個体の平均移動距離

表2 雌雄別平均移動距離

種 名 性別 平均移動距離(km)

雌 2.321
モモジロコウモリ

雄 2.103

雌 2.538
ドーベントンコウモリ

雄 0.821
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船越（2000）は，冬期の低温にも対処するための

３つの選択肢を上げている。モモジロコウモリや

ドーベントンコウモリでは，その内の２つ，すなわ

ち「渡りをするかそこに止まって冬眠する」と予想

されるが，２種の北海道での冬眠はまだ解明されて

いない。Wallin（1961）は，ヨーロッパのドーベン

トンコウモリで，同種間テリトリーが報告されてい

る。しかし，これにモモジロコウモリが加わった両

種の種間関係は未解明である。北海道におけるねぐ

ら場所と気温，湿度の問題，２種の季節的変動など

も未だ解明されておらず，これからの課題である。

２種の保全対策や食物連鎖も重要な課題である。

本地域で行われる樋門などの改修では，コウモリが

身体を隠す𨻶間やねぐらとしていた壁が塗りつぶさ

れ，ねぐら形成ができなくなった事例を目撃するこ

とがあった。人工構造物の維持管理には，コウモリ

の生息維持への配慮が必要である。また，松村（1988）

によれば，ホオヒゲコウモリでは１時間当たり400

～500匹の小昆虫を捕食すると言われる。モモジロ

コウモリやドーベントンコウモリでも，下水道や河

川などに発生する小昆虫を相当量捕食し，他の生物

相にも大きな影響を及ぼしていることが考えられ

る。
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要 約

石狩川流域の江別地区において，2004年～2010年

にモモジロコウモリとドーベントンコウモリの調査

を行い，石狩川支流河川合流地周辺の下水道，カル

バート，樋門，橋梁が夏期のねぐらとして利用され

ていることを明らかにした。ねぐらは，出産保育な

いしは避難休息ために利用されており，出産保育ね

ぐらでは，最大およそ1,200頭の集団が観察された。

再捕獲されたこの２種のコウモリは，85％が最初の

捕獲地から５km以内での捕獲であったことから，

両種の行動圏は比較的狭いものと示唆されたが，両

種の間に統計的有意差は認められなかった。また，

両種とも，移動距離はオスよりメスの方が長かった。

石狩川に多くの河川の合流する江別地域は，モモ

ジロコウモリとドーベントンコウモリの大きな生息

拠点であり，ねぐらとしての人工構造物，特に都市

の下水道は重要である。

Summary
 

We investigated the habitat of Myotis macrodactylus and M. petax from 2004 through 2010 in and around
 

Ebetsu,Northern Japan.We discovered that the bats occupied sewers,box calverts,sluices,and bridges
 

around the river junction as roosts in summer.These roosts were used as the nursery roosts or the day
 

roosts.Approximately 1,200 bats were observed in one of the nursery roosts.Eighty nine percent of the
 

re-captured bats were captured within 5 km from the location of the first capture,indicating that their range
 

of activity was relatively narrow in summer.The Ebetsu area,where many rivers merge,is a large
 

habitation base for M. macrodactylus  and M. petax.The use of the artificial structures as roosts is
 

considered to be essential to their survival.
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付録 Myotis2種の再捕獲記録

江別及び周辺地域（本文図１参照）2006～2010

凡例

地点名（略称）

①：江別太１ ②：江別太２ ③江渋川 ④：江越沼

⑤：江豊１ ⑥：江幌太 ⑦：江越村 ⑧：江朝日

⑨：江東光 ⑩：江巴農 ：岩清真 ：江一番

：江緑町 ：江工栄 ：江桜池 ：江篠津

：江原池 ：江登満 ：江八幡 ：江元野

：江角山 ：北広共 ：栗桜丘 ：当宮崎

：札東雁 ：当南３ ：恵林１ ：恵林２

：札あい ：月昭栄 ：恵島川 ：当道民

：月豊丘

＊頭文字は次の市・町域を示す。

江：江別市。岩：岩見沢市。北：北広島市。

栗：栗山町。当：当別町。恵：恵庭市。

札：札幌市。月：月形町

捕獲地点環境

○：人工構造物 ●：河川・湖沼

用語

Rc：Recapture（再捕獲）

♀：雌 ♂：雄 Ａ：成獣 Ｊ：幼獣
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